
 

令 和 ７ 年 度 

総 会 議 案 書 

 

 

総  会  次  第 

 

 司 会    

１ 開会のあいさつ 会 長 桐林 亨 

２ 議   事   

 （１）活動報告について 副会長 笠間 武彦 

 （２）収支報告・監査報告について 会 計 

監 査 

上地 直輝 

後藤 裕美 

         (３）役員改選（案）について 会 長 桐林 亨 

    （４）事業計画について 副会長 ※ 新任者 

 （５）収支予算案について 会 計 ※ 新任者 

日 時    令和７年 10 月 12 日（日）  午後３時 00 分から 

場 所    エコルマホール（狛江市民ホール）６階 展示・多目的室 

 

東京都立狛江高等学校同窓会 

〒201‐8501 東京都狛江市元和泉３－９－１ 

東京都立狛江高等学校内  

03‐3489‐2241(代) 

https://komako-dosokai.tokyo/ 

e-mail:info@komako-dosokai.tokyo 
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令和５年度・６年度活動報告について 

 

新型コロナウイルス感染症が令和５年５月に５類感染症に分類されたことにより、学

校の活動も従来どおりに戻ることができ、当会としても様々な支援活動をスムーズに行

うことができるようになりました。 

また、令和５年度２７０名、令和６年度２５６名の新たな仲間たちが同窓生として加入

しました。 

 

１ 総会の母校での開催とオンラインとのハイブリット開催 

令和３年度の総会は、コロナ禍のためオンライン開催を行いました。 

新型コロナウイルス感染症が令和５年５月に５類感染症に分類されたため、令和５年

９月 16 日の総会は、以前と同じく母校・視聴覚室にて開催し同窓生が集う場を設けま

した。 

また、オンライン開催を継続し、遠隔地にいる同窓生も参加が可能であるハイブリッ

ト開催として実施いたしました。 

 

２ 公孫樹祭への参加 

令和５年度及び令和６年度には、通常どおり公孫樹祭が開催されましたので、「休憩

室」を設置し、当会の活動を在校生や来校者に広報するとともに、卒業アルバムの展示、

活躍する同窓生の紹介などを行いました。 

 

３ 部活動への活動費助成 

入会時に収めていただいた同窓会費から、各年度の前期後期に活動費を助成し、部活

動など学校予算では賄いきれない部分について支援を行いました。 

 

４ 卒業生への記念品の贈呈 

卒業生の新たな旅立ちのはなむけとして、母校が選択した記念品を贈呈しました。 

 

５ ホームページのリニューアル 

運営会社の閉鎖により従来のホームページを利用することが難しくなったため、ホー

ムページをリニューアルしました。 

 

６ 同窓生名簿の整理 

新たに卒業し加入をした同窓生を同窓生名簿に記載するとともに、連絡先変更手続に

もとづき記載情報の更新を行いました。 
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７ 役員定例会議（幹事会）の開催 

オンライン会議などを通じ、学校支援の在り方などに関して協議しました。 

 

８ 支援会だよりの発行 

令和５年及び令和６年に発行し、当会、ＰＴＡ及びいちょう会の活動を在校生たちに

紹介しました。 

 

以下、当会役員の訃報が届きました。 

お二人の御冥福をお祈りいたします。 

 

９ 副会長 吉井 淳浩（11 期）急逝 

長らく当会役員を務めていた吉井 淳浩（11 期）が令和６年１月に急逝いたしまし

た。なお、副会長職の補充は、行いませんでした。 

 

10 委員 井澤 彩乃（７期）逝去 

長らく当会役員を務めていた井澤 彩乃（７期）が令和６年 12 月に逝去いたしまし

た。 
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狛江高校同窓会役員改選（案） 

◎会 長  桐林 亨（１期）            【会 長】 

◎副会長  阿部 一也（５期）           【監 査】 

笠間 武彦（６期）           【副会長】 

◎事務局長 姥貝 亮佑（２７期）          【事務局長】 

◎書 記  上野 民子（１１期）          【書 記】 

◎会 計  上地 直輝（３期）           【会 計】 

      大石 美和子（１１期）         【会 計】 

◎監 査  後藤 裕美（５期）           【監 査】 

佐々木 貴史（１１期）         【委 員】 

◎委 員  市川 勝子（１期） 

      髙木 恵子（１期） 

並木 モト子（３期）           

丸山 みか（１３期）           

市谷 佑一（２４期）           

◎相談役  柴田 俊一（１期） 

      岩渕 裕（２期）             

◎協力委員 笠井 信輔（７期） 

            渡辺 雄一（１１期） 

            片岡 純子（１４期） 

※【   】は現職を表わします。 
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令和７年度・８年度事業計画について 

 

令和７年度に、当会は、創立 50 周年を迎えることができました。これもひとえに、当

会の活動を支えていただいている同窓生の皆様のおかげです。深く感謝申し上げます。 

今後も引き続き、母校の発展のために支援活動を行います。 

 

１ 総会及び記念式典の開催 

学校支援の在り方を同窓生とともに決定するため、総会を開催します。 

なお、会則にあるとおり原則として毎年開催が望ましいが、当面役員の任期である２

年ごとに開催します。 

また、創立 50 周年を記念し、総会とともに記念式典を開催します。参加する同窓生

とともに母校の思い出を語る時間を設け、50 年間の歩みを振り返るイベントとします。 

 

２ 公孫樹祭への参加 

学校側と連絡を取り合い、公孫樹祭にいちょう会と協働でブースを設置し、当会活動

を広報する場として積極的に参加します。 

 

３ 部活動への支援を中心とした「学校支援事業費」を支出 

 

４ 在校生を対象とした講演会の開催 

生徒会、学校等との連携を図り、在校生のニーズにもとづき、同窓生によるキャリア

支援等を目的とした講演会の開催を検討します。 

 

５ 母校の発展を目指し、ＰＴＡ及びいちょう会と連携した取組 

 

６ 卒業生への記念品の贈呈 

 

７ ホームページの整備・活用 

 

８ 同窓生名簿の整理 

当会プライバシーポリシーにもとづき、名簿を管理するとともに、記載情報の更新を

行います。 

 

９ 役員定例会議（幹事会）の開催 
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10 新規役員の加入を促進 

新たに卒業する同窓生をはじめとして、幅広い世代から役員の加入を促進し、活動の

継続性を確保します。 

 

11 広報誌の発行 

総会を開催しない年度に当会「会報誌」を、毎年度ＰＴＡ及びいちょう会と「支援会

だより」を発行します。 

 

12 クラス会等開催への支援 

同窓生がクラス会等を開催する際に、クラス名簿の開示請求に応じます。 

また、開催助成金（1 人につき 200 円/年）の支給を実施します。 

 

13 祝電を送付 

同窓生が結婚するにあたり、希望があれば同窓会の名前で祝電を送ります。 
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